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　自動車や工場、火力発電所などから発生する窒
素酸化物（NOx）は、大気汚染物質であることから、
現在は主に触媒などを利用して浄化されている。
　この度、広島大学と（独）日本原子力研究開発機
構（以下、原子力機構）の研究チームは、イオンビー
ム育種（イオンビームを植物に照射して突然変異
を誘発する品種改良手法）によって、二酸化窒素
（NO2）の吸収能と代謝能を高めたヒメイタビの育
種に成功した。ヒメイタビ（図表1）は、数あるつる
性常緑樹のなかでも比較的容易に培養でき、本州
以南に広く分布し壁面緑化に適した植物である。
また、比較的高い大気浄化能（70種の樹木の中で4
番目）をもっている。
　実験は、原子力機構のイオン照射研究施設
「TIARA」にて、ヒメイタビに炭素イオンビームを
１分間照射した25,000株のなかから生育のよい約
500株を選び、実施した。この実験試料を都市大気
中の10～20倍の濃度に相当する1ppmのNO2中に
8時間暴露し、葉に取り込まれた全窒素量と体内で
代謝された有機窒素量を抽出した。NO2由来の窒
素を定量的に親株と比較したところ、親ヒメイタ
ビに比べてNO2吸収／代謝能が1.4～1.8倍に向上
した突然変異株を確認した（図表２）。これまでも
イオンビーム育種が植物の形質の向上に有効な育
種法であることは知られていたが、植物の大気浄
化能の向上を目的にイオンビームを用いたこと、
また、NO2吸収能を定量化するだけではなく、代謝
能まで定量化したのも今回が初めてである。この
突然変異株を挿し木で増殖した場合も同様のNO2
吸収／代謝能をもつヒメイタビが得られ、形質の
安定性が確認できたことから、研究チームはこの
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　広島大学と (独) 日本原子力研究開発機構の研究チームは、イオンビームを植物に照射して突然変異を
誘発する品種改良手法「イオンビーム育種」によって、二酸化窒素（NO2) の吸収と代謝能を高めたヒメイ
タビの育種に成功した。建物壁面などに生育するつる性植物のヒメイタビは、比較的高い大気浄化能を
持つ。同機構にあるイオン照射研究施設「TIARA」にて炭素イオンビームを１分間照射したヒメイタビ群
から、大気浄化能が１．４～１．８倍向上した変異ヒメイタビ株を発見した。形質の安定性も確認でき、研
究チームは「KNOX」（仮称）と名付け品種登録を出願した。今回得られた変異ヒメイタビが全国に普及
することによって、植物による環境浄化だけではなく、都市のヒートアイランド現象などの緩和対策とし
ても効果が期待できる。
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ヒメイタビを｢KNOX」（仮称）と名付け、品種登録
を出願した。
　ヒメイタビは、その形状から壁や屋上への設置
も容易である。今回の実験で得られたヒメイタビ
の突然変異株（KNOX 株）を、高速道路の壁面に
設置することによってファイトレメディエーショ
ン（Phytoremediation: 植物による環境浄化）効
果が得られるだけではなく、環境緑化や大都市部
のヒートアイランド現象などの緩和対策としても
使用できることから、普及が望まれる。
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図表２　植物に取り込まれた二酸化窒素由来窒素の定量
図表１　壁面を覆うヒメイタビ（左：全体図　右：拡大図）
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